
平成 29 年度（2017 年度） 
教科目名 工学実験Ⅴ (Engineering Experiments Ⅴ) 

学科名・学年 ： 情報工学科 4 年 （教育プログラム 第 1学年 ◎科目） 
単位数など ： 必修 2 単位 （前期 2コマ，授業時間 39 時間） 
担当教員 ： プロハースカ ズデネク，石川 秀、西村 俊二、安部 民枝 
授業の概要 

本実験の目的は， ソフトウェア開発における仕様策定まで一連の過程を体験し，実践的なシステムエンジニアと

しての基盤を作ることにある．こうした過程を体験するために， 6，7 名から構成されるグループを作り、グループ

で協力しながら，PBL 形式で仕様策定までの一連の過程を体験する． 
達成目標と評価方法      大分高専目標(D1)(D2) ，JABEE 目標 (d2)(g)(i)

(1) グループ討議において他の人の意見を聞き，自分の意見を理解させることができる．(週報) 

(2) 開発プロセスについてチーム内で分担化し，自らの分担を見定めて行動できる．(レポート，週報，相互評価)

(3) 開発するシステムについて仕様書としてまとめる事ができる．(レポート中の仕様書) 

(4) システムの特徴を効果的にアピールできる．(プレゼンテーション，レポート) 
回 授  業  項  目 内 容 理解度の自己点検
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科目説明，問題分析の練習，ツール

の使い方 

 

 

 

グループ活動 

  (週報提出) 

グループ活動の大まかな内容 

1. チーム内ミーティング 

2. 分担領域の調査・開発 

3. 時間内の活動報告 

4. 次回の活動計画の確認 

中間 報告 

 

グループ活動 

  (週報提出) 

 

中間 報告 

 

成果報告会 
 

 

○ 科目の PBL やファシリテーションを

身近な テーマと技術的なテーマを対象と

して考え方 の基本を身につける． 

○ 作業の流れを把握する． 

○ 第 2回以降は，グループ活動となる． 

○ 教員がクライアント役となり仕様策定

を行う． 

○ 第 7回目に中間報告を行う． 

○前回から今回までの調査結果をチーム

内に発表する．問題点の確認，再度問題が

発見されないかをチェックする． 

○ インターネットや書籍等を用いて分担

領域を調査する．必要であれば，設計方針

を見直す． 

○時間内の活動状況をチーム内に報告す

る． 

今回の結果をもとに次回の活動計画をた

てる． 

○結果の報告をプレゼンテーションとレ

ポートで報告する．  

【理解の度合い】 
 

   
   

履修上の注意 グループ活動の一部として行った作業と自分で行った作業を明確

にすること． 

【総合達成度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【総合評価】    点 

教科書  PBL 形式の実験のため教科書は使用しない 

参考図書 「簡単 UML 入門」竹政昭利他，技術評論社，2013/6 出版 

自学上の注意 自宅学習の内容をよく考えて，真剣に取り組むこと． 

関連科目 工学実験Ⅵ，卒業研究，プロジェクト実験 I(専攻科) 

総合評価 

達成目標(1)は週報で，達成目標(2)〜(4)は週報，レポート，プレゼ

ンテー ションおよび学生間の相互評価で評価する．総合評価は，

週報を 10%，レポー トを 40%，プレゼンテーションを 30%，学生

間の相互評価を 20%の割合で 100 点満点として評価を行い，総合

評価が 60 点以上を合格とする．ただし，週報をすべて提出し、か

つ、レポートを提出した者のみを評価の対象とする．なお，評価項

目の詳細は「実験・演習マニュアル」に定める．  


